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に
し
て
外
形
的
な
副
賞
、
第
二
次
的
原
因
を
思
げ

τ成

る
も
の
が
ゐ
る

L
、
又
そ
の
掠
る
所
的
資
料
も
形
式
的

-
な
公
文
書
州
知
が
多
ャ
絞
に
見
交
り
ら
れ
る
。
此
刊
に
農
民

一
波
弊
内
原
凶
正
し
工
、
徳
川
時
代
の
幣
制
の
す
京
乱
、
金

一
一
蹴
的
制
進
仁
論

HAIτ
射
る
も
の
は
、
余
の
本
聞
を
以

一
℃
す
る
に
械
的
f

し
稀
な
誌
で
ゐ
る
o

一
花
は
先
3
に
附
山
務
内
経
札

ω由
来
を
研
究
ゼ
し
際

徳
川
時
代

ω農
民
が
級
め
て
窮
迫
の
生
活
K
M
H
み
・
一
に
、
幣
制

ω
奈
乱
が
如
何
に
縦
術
界
を
個
別
乱
L
、
農
民

農
村
が
勃
〔
〈
波
弊

L
に
市
中
は
冊
一
人
的
等
L
t
総
わ
る
て
什
日
前
を

M
迫
t
k
か
か
』
知
る
に
及
ん
で
・
総
川
附
代

ω

所
で
あ
る
υ

断
て
最
近
農
村
問
題
め
崎
し
く
な
る
に
つ
一
農
村
問
閥
的
Mm
附
と
し
て
は
、
批
町
制
殊
に
製
設
な
る
滞

れ
て
、
徳
川
時
代
の
農
村
問
題
の
史
事
的
研
究
も
盛
ん
一
札
殺
行
策
が
最
も
重
要
な
る
意
味
を
占
む
る
も
の
で
あ

に
な
っ

t
来わい
O

之
日
仏
徳
川
時
代
の
農
村
問
題

ω派
閥
一
る
引
を
後
見
[
h
h
o

何
ご
な
れ
ば
、
徳
川
附
代
に
於
て

在
究
的
、
又
之
に
制
到
す
る
方
策
が
如
何
に
行
は
れ
た
か
一
ー
は
天
似
を
除
〈
外
は
各
務
ピ
も
何
等
か
の
名
H
を
以
て

を
附
明
l
て
、
現
時
の
農
村
問
題
解
決

ω
一
助
ご
な
き
一
紙
併
凱
似

ωも
山
ツ
佐
藤
行
し
、
二
三
少
数
的
例
外
は
あ

ん
ご
す
る
も

ωら
し
い
。
史
学
が
川
市
し
℃
か
、
る
白
川
一
る
が
、
そ
の
殆
V
L
会
加
が
政
策
宜
し
き
を
得
す
、
又
は

的
H
的
を
ふ
付
す
る
も
の
な
る
か
否
か
は
別
問
題
ピ
し
一
財
政
指
乏
を
救
ふ
一
斜
め
に
殊
延
に
幣
制
レ
撹
乱
し
た
結

て
、
こ
的
柿
的
問
凶
が
研
究
』
じ
ら
品
、
に
至
っ
た
市
ず
は
一
川
本
、
農
民

ω
目
減
弊
を
一
府
甚

L
か
ら

L
め
た
か
ら
で
ゐ

誠
に
川
島
す
べ

3
4
t
ゐ
る
c

こ
り
械
の
問
題
を
取
扱
つ
一
る
。
然
ら
は
紙
幣
を
畿
れ
せ
ざ
り

L
夫
側
又
は
論
務
は

た
論
者

ω巾
に
は
社
け
す
べ
き
も
り
が
多
々
あ
る
が
、
如
何
正
い
ふ
に
、
之
れ
又
他
婚
の
紙
幣

ω錦
め
に
多
大

問
題
の
版
凶
£
し
げ
し
説
か
れ

τ居
る
も
の
に
は
、
社

'qω
損
失
を
向
車
!
り
、
紙
幣
を
有
す
る
諸
藩
の
農
民
E
同
じ

籍

室末

落
札
の
侃
殺
ご
民
民
の
疲
弊

立l

正

L区

主位

主主

排
札
山
濫
滋
}
戸
一
出
民
心
症
昨

則
一
寸
ニ
在
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雑

藩
札
由
佳
設
と
農
民
由
疲
酔

録

〈
苦
楚
を
留
め
た
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
即
ち
之

が
事
貨
の
一
端
品
川
】
地
目
、
ょ
う
ご
す
る
に
あ
る
o

我
京
都

帝
国
大
島
T

経
済
印
字
郎
研
究
室
に
は
「
銀
札
一
件
控
」
な
る

お
本
一
容
を
放
す
、
そ

ω年
代
は
安
政
頃
hr
の
岡
山
務

の
務
札
が
栃
皮

ω一
余
乱
を
な
し
h
k

常
時
ご
忠
は
れ
、
地

域
は
備
中
西
南
部

ω天
傾
で
あ
る
o

こ
の
書
の
主
題
は

隣
藩
の
務
札
蚕
一
銅
山
の
銭
的
天
領
の
農
民
は
常
に
そ
の
生

活
を
窃
か
さ
れ
・
失
第
に
疲
弊
す
る
か
ら
、
之
が
救
憐

他
県
ご
し
て
建
議
し
た
る
腹
案
で
あ
る
。
容
末
に
は
友
山

勝
次
ピ
あ
る
、
之
は
恐
ら
〈
従
業
者
で
あ
ら
う
。
本
金
同

は
務
札

ω植
後
が
如
何
に
農
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
が
を
覗
ふ
仁
は
最
も
好
個
の
資
料
で
あ
る
。
私
は
専

ら
?
a

の
書
に
記
す
所
の
み
に
よ
っ
て
藩
札
の
奈
乱
ピ
農

民
特
に
務
札
を
有
せ
ざ
る
領
域
の
農
民
生
活
ぜ
の
関
係

を
述
べ
よ
う
己
忠
ふ
。

一一

紙
輸
を
有

L
な

ν
地
方
が
何
故
に
紙
幣
の
縛
め
に
損

失
を
蒙
っ
た
か
、
徳
川
時
代
は
所
謝
米
遺
ひ
の
経
済
で

あ
っ
た
、
併
し
乍
ら
之
は
米
穀
が
貨
鮮
の
代
ち
ご
し
て

流
用
せ
ら
れ
た
ご
い
ふ
の
で
は
な
〈
、
米
穀
が
財
政
の

第

ニ

十

二

審

一

四

穴

)

根
源
で
ゐ
h
・
枇
曾
組
織
の
基
調
で
あ
っ
て
、
米
の
牧

獲
の
増
減
ご
い
ふ
事
が
、
所
論
刷
曾
の
上
部
構
居
を
制

約
し
て
居
た
時
代
正
い
ふ
意
味
に
す
ぎ
な
い
。
米
そ
の

も
の
が
流
通
界
に
特
定
の
機
能
を
現
は
し
た
ご
い
ふ
の

で
は
な

ν
。
こ
の
米
も
矢
張
り
一
旦
は
洗
同
地
経
済
の
公

分
母
た
る
貨
勝
仁
ょ
っ

τ換
償
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
す
、

従

τ形
式
的
に
見
れ
ば
徳
川
時
代
、
特
に
そ
の
後
竿
期

は
完
全
は
る
貨
幣
経
済
の
時
代
で
あ
っ
た
。
貨
齢
別
な
(

し
て
は
嘗
時
の
経
済
生
活
を
考
へ
る
事
は
出
来
な
い
I

有

様
に
到
達
し

τ居
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
嘗
時
に
於

τは
貨
幣
制
度
猫
ほ
充
分
に
確
立
せ
ら
れ
す
、
特
に
紙

幣
は
そ
の
基
礎
甚
ピ
不
安
全
で
あ
っ
た
、
め
、
心
あ
る

翁
政
者
は
紙
常
山
り
肺
野
を
論
じ
硬
貨
を
使
用
す
べ
き
を
設

レ
て
居
る
位
で
あ
っ

τ、
紙
鮮
の
行
は
る
、
に
至
つ
わ
ん

原
凶
の
多
〈
は
政
府
が
そ
の
財
政
窮
乏
を
救
ふ
一
帯
に
在

っ
た
。
幕
府
の
如
3
も
夙
に
そ
の
弊
を
認
め
て
之
が
制

限
を
加
へ
、
天
領
に
は
一
般
に
紙
幣
を
後
行
し
な
い
事

を
朕
則
ご
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
各
地
に
散
在
せ
る

諸
天
領
に
於

τは
そ
の
硬
貨
の
み
に
よ
っ

τは
流
通
の

岡
滑
を
欠
〈
を
以
て
隣
滞
の
紙
併
を
も
一
一
般
に
使
用
せ

(
都
市
雄

λ
五
四



ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
又
他
祖
師
ピ
の
経
済
交
通
上
必

然
的
に
傾
外
の
紙
幣
が
流
越
す
る
事
に
な
っ
た
。
而
て

領
外
の
紙
融
制
が
軍
に
疏
通
す
る
の
み
で
は
別
に
損
害
を

鷲
す
べ
き
理
由
は
な
い
w

が
、
右
に
述
べ
た
様
に
紙
幣
の

基
礎
が
薄
弱
に

L
τ
一
腰
々
札
潰
れ
が
ゐ
っ
て
不
慮
の
損

失
を
生
を
し
む
る
蔀
が
あ
る
の
み
な
ら
す
.
今
一
つ
は

側
内
の
硯
貨
が
傾
外
に
流
出
[
τ

仕
舞
ひ
、
盆
々
不
他

会
な
る
紙
鮮
が
流
入
す
る
り
で
、
危
険
が
盆
々
大
正
な
司

る
o

小
宮
山
総
介
氏
の
徳
川
崎
代
紙
併
の
研
究
中
、
紙

枇
山
品
目
行
の
原
倒
正

L
て
、
こ
の
第
二
の
事
項
を
皐
げ
て

ゐ
う
た
が
、
嘗
つ
て
は
悲
は
を
の
意
味
の
了
解
に
苦
し

ん
で
居
北
。
然
る
に
今
岡
-
』
の
潟
本
中
の
記
布
に
よ
っ

て
初
め

t
理
解
す
る
事
が
山
家
た
。
却
も
「
御
傾
知
村

々
銀
札
之
思
弊
不
詩
的
川
仕
法
取
調
に
付
邦
借
金
又
は
被

下
金
被
仰
H

刊
候
共
和
拠
詮
に
成
行
可
中
乙
見
込
候
滋
案
之

事
し
E
姐
[
て
、

mGる
救
隣
人
市
等
が
根
本
的
に
農
民

ω窮
乏
合
救
ふ
の
策
で
な
い

tτ
列
挙
し
て
ゐ
る
理
由

仁
ょ
っ

τ明
か
仁
覗
ひ
う
る
。
そ
の
一
一
一
を
示
せ
ば
次

の
如
〈
で
あ
る
。

「
て
正
金
を
御
伽
知
内
一
白
姓
~
阻
制
貸
植
に
て
は
夫
抵
制
制
地
に
て

会最

藩
札
山
器
畿
、
と
農
民
白
蛇
体

正在

は
金
子
の
み
取
扱
私
制
に
で
は
銀
札
の
み
逝
ひ
岨

t
伽
制
知
内
之
正
金

自
然
と
私
側
地
内
へ
融
各
車
御
制
抑
制
枇
之
泊
制
下
ル
ソ
物
之
正
金
私
制

地
内
山
澗
ひ
と
相
成
丑
迄
は
百
抗
心
み
損
失
品
叫
し
府
粧
品
出
御
下
企
M

川
市

之
延
納
方
等
自
然
詩
文
統
的
は
百
桃
山
み
た
ら

F
仰
不
証
と
利
此
航
俗

に
辛
存
帳
」

さ

ν
ひ
て
正
金
の
傾
外
に
流
出
す

4

3
を
述
べ
、
更

に
を
の
理
由
を
詳
説
し
て
夜
の
如
イ
論

ιて
田
町
る
。

「
担
札
認
枠
内
嗣
救
と
し
て
正
金
何
特
御
品
川
附
柿
崎
侠
E
も
情
一
.
4

正
金

御
下
之
は
臨
同
組
い
た

L
候
の
み
に
て
中
年
一
h

叶
柑
立
供
内
に
は
正
金

は
私
制
へ
椀
春
恒
私
制
。
制
札
一
倍
仰
飢
知
内
へ
入
込
仰
ド
之
正
金
丈

け
は
44u
御
制
仙
の
調
味
疲
弊
相
駒
航
訟
に
成
行
純
趣
に

H
Iハ
詩
昧
相
札

鉱
晶
一
正
非
世
附
一
同
正
金
抑
底
に
て
諸
説
品
川
り
肘
枯
折
れ
制
削
知
内

に
正
金
多
分
川
問
調
い
た
し
依
院
他
制
に
て
且
且
開
帳
へ
ば
諸
家
組
札
鹿

隼
に
て
令
子
才
盛
山
結
晶
御
制
州
内
へ
向
人
U
A

は
迦
し
も
の
を
恭

L
向

け
脚
制
知
内
へ
銀
札
を
以
て
正
告
を
貝
取
に
Mm
峰
杭
雌
不
迦
川
に
も
可

何
時
銀
札
を
凶
正
金

E
買
岨
候
'
P

』
中
識
は
金
一
一
桐
油
川
鑑
札

H
目
の
品
皿

銀
札
目
十
匁
差
出
快
川
金
一
同
質
拡
可
申
旨
引
A
u
帳
へ
ば
眼
前
一
一
仰
に

付
十
匁
之
街
組
布
之
供
故
正
金
一
耐
を
百
十
匁
之
制
札
に
て
百
披
根
組

後
日
に
跡
供
相
凶
依
仰
の
危
慌
成
銀
札
に
引
杵
何
此
櫨
凶
金
子
を
貰
抑

候
此
不
慌
の
筋
利
札
幌
蕗
金
一
北

U
1
は
百
文
二
百
文
ム
」
副
幹
取
越
般

に
小
鈎
叫
に
畑
之
同
情
位
向
日
小
泣
日
日
雇
同
等
に
は
是
非
共
T
A
A

悶を

以
拙
札
に
引
蒋
以
週
ひ
依
依
に
て
銀
札
知
之
慌
て
は
日
川
益
主
帳
堪
へ

一
一
酬
に

H
十
弾
も
一
凪
段
山
正
金
正
貝
取
に
槌
越
航
「
ぱ
晶
子
を
手
放
し

館
二
十
二
笹

(
銘
玉
杭
一
回

t)

八
五
五
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落
札
ω
躍
進
と
佐
川
同
山
披
弊

第
一
十
二
を

第
五
抗

一
四
八
)

八
五
六

同
凶
作
刊
で
無
事
奈
川
即
時
よ
リ
臨
叫
白
勝
手
hr
に
抱
り
後
日
官
邸
を
不
一
圃
川
町
の
み
な
ら
す
、
池
期
的
に
札
慣
れ
吉
稗
し
て
一
地
用
を
祭

成

似

儀

:

:

」

止

し

、

又

は

泌

川

カ

を

減

殺

し

た

.

通

用

無

放

ど

な

ら

従一
1
私
倒
的
銀
札
を
使
川
せ
す

L
Jし
す
む
絞
な
方
策
一
ぎ
る
お
も
時
に
は
額
面
の
十
分
の
一
位
に
な
っ
た
場
合

の
持
管
ら
れ
古
る
限
ー
り
、
如
何
に
救
隣
令
官
貸
付
り
三
も
あ
る
。
か
う
ω
札
慣
れ
が
札
の
所
持
者
に
大
な
る
損

も
結
局
は
正
金
が
私
倒
へ
流
山
ず
べ
き
引
を
柄
力
主
張
一
夫
を
拠
ふ
る
も
山
り
で
め
る
事
は
言
を
侠
た
ぬ
所
で
あ
る

し
、
叉
小
銭

ω欠
乏
せ
る
J

引
に
つ
き
次

ω慌
に
逃
べ
て
一
が
、
札
セ
後
行
せ
る
務
内
に
於
て
は
ぞ
山
一
滞
の
縦
焼
事

居

る

。

一

怖

を

夙

に

似

知

す

る

事

が

出

来

る

し

・

又

札

償

や

通

用

ー
一
金
子
を
他
山
へ
目
以

UT山
長
川
越
山
之
間
以
止
時
折
依
は
、
削
々
一

-M判
減

ω場
令
に
於
て
は
新
札
ご
一
定

ω比
率
金
以
て

は
叫
州
中
に
誌
な
と
も
似
此
品
之
杭
血
二
十
ヶ
年
以
鼎
辿
々
に
州
減
戸
川
一

1

川
に
で
は
h
i丸
山
的

4umに
F
に
入
治
批
判
叫
に
成
行
帳
蛇
志
社
作
川
一
引
手
換
へ
阜
市
ア
も
あ

b
、
叉
押
し
懸
判
な
る
も
の
を
加

刊
に
て
は
一
則
に
つ
き
刈
ザ
古
川
式
上
方
筋
L

て
は
一
隔
に
川
両
持
一
へ
て
新
札
ど
し
て
通
用
せ
し
む
る
事
も
ゐ
る
か
ら
、
一

山
同
大
賞
十
丸
山
す
ん
と
中
相
場
川
越
市
之
枇
へ
ば
山
人
口
ハ
又
は
小
剰
を
針
り
立
一
定
期
間
内
に
そ
の
手
緩
や
』
受
〈
れ
ば
所
持
札
の
全
部
を

川
一
り
供
者

uy-mtJbへ
杭
み
」
り
一
益
一
剛
に
刊
五
川
宣
之
刑
二
夫
ふ
に
は
至
ら
品
の
で
あ
る
。
然
る
に
札
佐
行
を
な
さ

抗
を
川
村
航
て
も
引
什
勝
手
に
川
小
川
札
此
ぬ
は
辿
々
i
h
n
へ
引
仁
け
叫
時
・
一

半
、
一

v
る
組
問
に
し

τ他
幡
の
札
を
使
川
す
る
附
は
、
縦
掛
芥

岡
山
中
に
仇
一
切
畑
山
之
同
体
制
山
性
如
水
に
て
正

A

留
を
氏
以
い
た
1
令
が
も
一

片
山
斑
日
之
訟
叫
に
H
A
企
を
山
岱
山
円
川
る
堤
私
制
山
手
段
に
陥
り
紘
一
の
幾
品
別

tb知
ら
す
、
礼
治
れ
の
事
を
附
か
な
い
潟
め

川

叫

に

市

存

性

一

に

、

引

娩

期

間

を

、

過

ぎ

て

か

ら

初

め

て

札

ω慣
れ
た
事

右

ω諸
柄
引
じ
例
示
し
た
よ
う
じ
、
小
伎
の
榔
氏
、
取
一
を
知
る

Z
い
ふ
布
，
慌
で
あ
っ
て
損
失
の
皮
は
一
一
府
大
な

引
決
雌
柏
市
り
受
恥
肋
定
、
川
削
紙

ω聞
大
な
る
事
等
よ
り
し
一
ら
、
さ
る
を
得
ぬ
。

τ、
焼
川
出
ど
も
は
紙
幣
の
印
刷
協
聞
を
知
ら
乍
ら
も
、
之
を
一
=
一

使
用
す
る
事
次
第
に
附
加

Lhhω
で
あ
る
。
然
る
仁
こ
札
が
潰
れ
た
事
を
聞
い
た
天
領
の
農
民
は
あ
は
ー

の
紙
慌
た
る
申
殆
ど
不
換
紙
幣
に
等
し
き
も
の
で
あ
る
、
、
最
一
見
川

ω地
仁
引
替
仁
出
か
り
る
が
、
そ
の
時
に
は



己
に
期
を
す
ぎ
て
居
る
の
で
す
ご

1
k
z踊
っ
て
来
る

ご
い
ふ
有
慌
で
ゐ
る
。
川
怖
に
貧
民
が
僅
か
五
匁
や
十
匁

の
銀
札
を
携
へ
て
日
数
を
投
し
、
十
虫
以
上

ω所
迄
出

か
け
て
正
金
ご
引
接
へ
て
民
J

功
が
出
来
な
い
ご
は
誠

に
見
じ
め
な
事
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
そ
の
不
部
合
を
務
札

拠
出
行
の
務
に
申
出
づ
れ
ば
、
相
開
札
は
一
一
滞
限
ふ
り
の
も

ω

で
あ
っ
て
、
之
を
抽
出
さ
う
ご
減
倒
し
よ
う

t
自
由
に
ご

い
っ
て
恥
ム
リ
合
は
な
い
。
叉
札
皿
岡
山
流
4

一
一
口
が
雄
々
仰
へ

ら
札
る
の
で
人
心
は
怖
に
不
安
の
気
に
襲
は
れ
、
百
姓

共
は
仕
事
が
子
に
つ
hr
な
い
o

こ
ん
な
事
が
殆
ど
年
中

総

ντ
居
る
の
ど
か
ら
、
紙
幣
の
潟
め
に
積
械
的
に
も

消
柑
的
に
も
農
民
は
多
大
山
り
損
失
を
蒙
っ
て
居
る
わ
け

で
あ
る
。
交
通
の
要
路
に
常
る
小
さ
な
町
が
か
っ
た
所

に
古
い
山
崎
栄
が
搾
山
に
あ
る
が
、
之
等
は
唱
-
の
紙
幣
相

場
の
下
落
を
利
用
し
て
産
を
成
し
た
も
の
が
随
分
ゐ
る

ご
い
ム
。
獅
逸
り
7

F

ク
縫
勤

ω
際
に
は
多
数

ω
人
民

は
貧
乏
し
て
し
ま
っ
た
が
、
併
し
一
方
に
於
て
多
く
の

刷
局
替
成
金
が
伴
脱
出

L
た
。
所
翻
ロ
m
i
ω
B
R
E
n
t
R
な
る

も
の
之
れ
で
あ
る
が
、
我
閥
的
徳
川
附
代
に
於

τも
こ

の
巴
0
4
品
目
ロ
目
E
O
F
2
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
o

か
〈
の

~!Ji 

落
札
の
世
涯
と
践
民
白
疲
弊

事自

如
き
特
殊
な
成
金
の
後
生
[
た
事

εれ
白
樺
が
己
に
農

民
が
伎
に
政
・
治
的
支
配
階
級
か
ら
搾
取
せ
ら
れ
し

ωみ

な
ら
や
，
、
誕
仁
資
本
主
義
様
々
期
、
相
以
脱
抑
制
帆
桁
降
興
期

の
特
妹
な
資
本
目
訴
に
よ
っ
て
搾
取
せ
ら
れ
た
市
引
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。
我
闘
の
土
地
の
粂
併
、
資
本
家
の
後

生
に
掛

L
て
は
、
徳
川
時
代
の
幣
制
の
乱
脈
が
重
大
の

関
係
を
布
す
る
ピ
忠
ふ
、
之
は
他
闘
に
依
り
問
問
例
の
な

い
事
例
一
で
ゐ
つ

τ、
大
に
注
目
す
ぺ
言
動
で
あ
ら
う
o

四

位
川
崎
代
の
幣
制
の
混
乱
の
原
因
は
色
?
め
る
が
、

之
を
一
昔
話
一
一
日
に
し
て
い
へ
ば
欄
熱
せ
る
中
央
集
機
的
封
建

制
度
そ
の
も
の
で
あ
る
o

中
央
集
機
的
封
姑
制
度
が
必

然
的
に
貨
幣
経
済
の
成
立
を
促
進
し
た
結
川
市
、
米
を
基

訓
己
す
る
刷
品
目
印
刷
織
が
破
壊
3
れ
ん
Z
し
、
然
か
も
支

配
者
階
級
が
，
』
の
組
織
破
擦
の
遇
税
を
強

οて
拝
止
し

よ
う
ご
し
行
い
か
ら
で
ゐ
る
。
「
銀
礼
一
件
路
」
は
傾
内
笈

川
惜
し
人
民
の
雌
散
退
時
す
る
は
、
金
銀

ω不
融
通
、
滞

札
の
弊
に
原
閲
す
る
も
の

Z
L
、
詳
密
に
事
怖
を
説
明

L
、
そ
の
弊
を
除
去
し
て
農
民
の
生
活

ω安
定
を
計
る

べ
き
方
采
を
一
々
吟
味

L
、
結
局
「
諸
草
川
物
初
克
明
月
方

第
二
十
ニ
を

(
都
五
時
肺

一
四
九
)

守、E
じ

'ヨ

I
F
E
F
 



雑

3量

樹
海
に
於
け
る
犯
邦
統
計

等
土
地
の
模
品
川
に
肱
じ
利
害
旧
制
往
制
時
致
す
」
の
外
な

L
Z
L
、
印
ち
側
内
論
産
物
的
再
ト
刊
を
な
3
ん

Z
計
主

せ
る
も
の
、
如
〈
で
あ
る
。
然

L
乍
ら
如
何
な
る
方
策

も
膝
史
の
進
行
を
阻
止
す
る
中
は
山
来
な
い
。
こ
の
天
一

傾
が
川
市
し
て
#
氏
を

-M行
l
た
が
一
市
川
か
は
不
明
で
ゐ
る

が
、
巳
に
他
絡
に

L
て
産
物
#
此
を
-wH
行
し
た
も
の
も

部
山
仁
ゐ
る
。
然
か
も
そ
れ
は
版
本
的
に
成
功

L
な
か

っ
た
。
徳
川
時
代
の
枇
内
的
市
弊
を
除
去
す
る
の
方
法

ご
し
て
は
、
そ
の
枇
曾
組
織
を
雄
政
・
す
る
の
外
は
な
か

っ
た

ωで
あ
る
。
勿
論
忍
は
ム
γ
こ
の
仰
の
問
胞
を
論
じ

よ
う
ご
す
る
の
で
は
な
い
、
M

人
文
府
本
中
に
記
さ
れ
た
恥

る
紙
枇
山
内
弊
容
を
除
去
す
る
の
方
策
を
逃
べ
よ
う
ご
も
一

L
な
い
。
貨
幣
縦
携
に
於
げ
る
貨
鮮
は
一

ω動
阿
川
内
如
一

き
も
的
で
あ
る
、
そ
り
品
刷
版
内
側
化
は
必
然
的
に
そ
の
一

続
出
制
批
而
H

仁
技
応
を
背
3
・T
ん
ば
止
ま
な
い
。
叫
叫
に
私
一

は
封
処
制
度
欄
熟
期
に
於
り
る
幣
制
の
乱
脈
が
如
何
に
一

L
て
封
建
枇
命
日
を
崩
一
壊
の
訟
に
導
き
、
且
つ
ぞ
れ
が
常
~

時

ω枇
曾
の
大
多
数
を
hruU
る
農
民
の
生
活
に
如
何
な
一

る
影
響
を
及
は
し
た
か
の
一
端
を
叫
ひ
う
れ
ば
、
こ
の

小
文
の
日
的
を
達
す
る
の
で
あ
る
。


